
編
集
・
発
行
／
近
江
八
幡
市
総
合
政
策
部
秘
書
広
報
課

〒
5
2
3
-8
5
0
1
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
桜
宮
町
2
3
6

T
EL：

0
7
4
8
(3
3
)3
1
1
1
　
FA
X：
0
7
4
8
(3
2
)2
6
9
5

M
AIL  kouhou@

city.om
ihachim

an.lg.jp
W

EB   https://w
w

w
.city.om

ihachim
an.lg.jp

令
和
5
年
9
月
号

広
報
お
う
み
は
ち
ま
ん

●
イ

ン
キ：環

境
配

慮
型

イ
ン

キ（
植

物
油

イ
ン

キ
 or ノ

ン
VO

Cイ
ン

キ
）

●
印

刷：有
害

な
廃

液
を

排
出

し
な

い
水

な
し

印
刷

人口と世帯広報おうみはちまんは、各自治会を通じてお届けします。また、各学区コミュニティセンターや
図書館などの公共施設、郵便局、金融機関、セブン-イレブン・ファミリーマート各店舗などに
置いているほか、市ホームページやマチイロ、マイ広報紙などでもご覧いただけます。
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今
回
は「
桐
原
」地
域
の
名
前
の
由

来
と
、篠
原
駅
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
、
明
治
22(

１
８
８

９)

年
に
中
小
森
、八
木
、森
尻
、古

川
、安
養
寺
、池
田
、東
、竹
の
８
つ

の
村
が
合
併
し「
桐
原
村
」と
な
り
ま

し
た
。村
名
は
、こ
の
地
域
が
古
く
か

ら「
桐き
り
は
ら原
郷ご
う

」と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と

に
由
来
し
ま
す
。

　

桐
原
郷
は
奈
良
時
代
か
ら
あ
る
郷

名
で
、平
安
時
代
の
書
物
で
あ
る『
和わ

名み
ょ
う
る
い
じ
ゅ
し
ょ
う

類
聚
抄
』に
記
載
さ
れ
て
い
る
近

江
国
蒲
生
郡
九
郷
の
う
ち
の
１
つ
で

す
。「
郷
」と
は
古
代
の
行
政
区
画
の

１
つ
で
、郡
内
の
１
区
域
の
こ
と
を

指
し
ま
す
。こ
の
郷
は
正
確
な
位
置

こ
そ
分
か
っ
て
い
な
い
も
の
の
、池

田
本
町
、森
尻
町
に
あ
る
八
反
田
遺

跡
か
ら
は
、「
桐
原
」と
墨
書
さ
れ
た

土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、奈
良
市
の
平
城
京
跡
二
条

大
路
の
遺
構
か
ら
は「
勘が
ま

富ふ

郡
桐
原

郷
益
国
里
」、竜
王
町
の
ブ
タ
イ
遺
跡

か
ら
は「
桐
原
郷
薏い

原
は
ら
の

史ふ
ひ
と」と
い
う

墨
書
が
あ
る
、荷
物
に
付
け
ら
れ
た

木
簡（
付
札
木
簡
）が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
は
、こ
の
郷
か
ら
近
隣
の

地
域
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
物
資
が

届
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
、重
要
な

資
料
で
す
。

ま
ち
の
な
ま
え
⑥

ま
ち
の
な
ま
え
⑥

「
桐
原
」

「
桐
原
」

　

鎌
倉
時
代
に
は
郷
内
に
坂
本
日
吉

社（
現
在
の
大
津
市
日
吉
大
社
）の
荘

園
で
あ
る
桐
原
保ほ

が
成
立
す
る
な
ど
、

中
世
以
降
も「
桐
原
」と
い
う
名
称
は

継
承
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
昭
和
29(

１
９
５
４)

年
、蒲
生
郡
八
幡
町
ほ
か

４
つ
の
村
と
合
併
し
て
近
江
八
幡
市

と
な
り
、現
在
の
桐
原
学
区
へ
と
名

称
が
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
古
く
か
ら
農
業
も
盛

ん
で
、昭
和
２(

１
９
２
７)

年
に
桐

原
村
に
住
む
人
が
新
調
し
た
と
い
う

墨
書
が
あ
る
、水
田
に
給
水
す
る
水

を
汲く

み
上
げ
る
た
め
に
使
用
し
た
揚よ
う

水す
い

車（
蛇
じ
ゃ
ぐ
る
ま車
）な
ど
、農
業
に
関
わ
る

道
具
類
が
何
点
か
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
農
具
は
、江
頭
町
な
ど
に

あ
っ
た「
和い
ず
み
や

泉
屋
」を
屋
号
と
す
る
大

型
農
具
を
生
産
す
る
工
場
で
新
調
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て

お
り
、地
域
同
士
の
つ
な
が
り
が
窺
う
か
が

え
ま
す
。

　

学
区
内
の
上
野
町
に
は
、「
篠
原
駅
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。大
正
７（
１

９
１
８
）年
9
月
に
、東
海
道
線
八
幡

～
野
洲
両
駅
間
に
新
停
車
場
を
設
け

る
べ
く
、蒲
生
郡
桐
原
村
と
岡
山
村
、

野
洲
郡
北
里
村
の
各
村
長
が
中
心
と

な
り
、新
駅
の
設
置
運
動
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。当
時
の
新
聞
記
事
に
よ

る
と
、開
業
４
か
月
前
の
大
正
９（
１

９
２
０
）年
12
月
の
時
点
で
は
、「
東

海
道
線
の
新
設
駅
は
近
江
上
野
と
命

名
す
」と
記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、大

正
10（
１
９
２
１
）年
4
月
20
日
の
開

業
時
に
は
、現
在
の
駅
名
に
な
り
ま

し
た
。同
駅
は
、市
内
を
通
る
Ｊ
Ｒ
東

海
道
本
線
の
3
つ
の
停
車
場
の
1
つ

で
あ
り
、令
和
３
年
度
の『
滋
賀
県
統

計
書
』に
よ
れ
ば
、１
日
平
均
旅
客
乗

員
人
数
は
約
２
０
０
０
人
で
、今
も

多
く
の
人
々
が
利
用
す
る
駅
と
な
っ

て
い
ま
す
。

——

桐
原
の
由
来
と
篠
原
駅

桐
原
の
由
来
と
篠
原
駅——

「桐原」墨書土器

揚水車（蛇車）と焼印

令和5年 8 月1日現在
                 (    ) は前月比

総数　81,749 人
男　　40,149 人
女　　41,600 人
世帯　35,378世帯

※外国人住民 (40 か国・地域 ／ 1,859 人 ) を含みます。

( +   12)
( +   16)
( -     4)
( +   34)


